
北陸地域における都市圏プロ人材の活用の現状について

令 和 2 年１２ 月
北 陸 財 務 局
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北陸３県の保証債務残高

石川県 富山県 福井県

・北陸地域の企業において、新型コロナウイルス感染症拡大により に加え、 צּ
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（百万円）
752,617

【出所】石川県・富山県・福井県信用保証協会公表資料から当局作成
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北陸企業の売上高の推移
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【出所】北陸財務局「北陸３県の法人企業景気予測調査」
【備考】全産業。「金融業、保険業」は調査対象外

令和元年度以前の計数は当該年度の1-3月期調査における実績見込み
令和２年度は10-12月期調査における実績見込み

【出所】北陸財務局「北陸３県の法人企業景気予測調査」
【備考】全産業

令和元年度以前の計数は当該年度の1-3月期調査における実績見込み
令和２年度は10-12月期調査における実績見込み



・今後の として ︡ḭ ḱ 、サプライチェーン多

元化、との回答が多く、 が伺える

1. 2. קּ
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増加（プラスの影響）

特に影響なし

２割以内の減少

２～５割程度の減少

５割以上の減少

Ṯ צּ ︡ ṯ

・中国やインドなど海外からの受注が急減した
（生産用機械：繊維）

・外出自粛や営業時間短縮により来店客が減少
したため、売上が減少した（小売：百貨店）

・団体客の予約が減少したが、県や国の宿泊応
援事業の効果もみられ始め、今後に期待（宿泊

業）

Ṯ צּ ︡ ṯ

・在宅時間が長くなったことにより日用品の需
要が拡大した（小売：ドラッグストア）

・ヒアリングによると、70％以上の企業が、感染症前より売上
が減少

102

Ṯ ṯ

・ネットスーパーの強化が必要（小

売：スーパー）

Ṯ ṯ

・押印を伴う決裁が多く、在宅ワー
クに向けた見直しが必要（その他製造

業）

・オンライン商談をしたが、顧客も
企業も不慣れでぎくしゃくした。更
なる経験が必要（生産用機械：金属加

工）

Ṯ ṇ ṯ

・海外依存の原材料調達を見直し、
国内を含めた検討が必要（化学工業）

・納品遅れが無いよう、倉庫配置の
見直しなどが必要 （化学工業）

・既存事業の見直し、デジタル化・オンライン化対応、サプライ
チェーン多元化、との回答が多く、デジタル化やDXへの機運の
高まりが伺える

※複数回答可のため
合計100 ％を超える

【出所】北陸財務局「令和２年10月全国財務局長会議資料」
【備考】ヒアリング先：北陸管内の大企業、中堅企業、中小企業

調査期間：令和２年９月中旬～１０月中旬

Ễ ị Ṍ10 ︡



・課題解決に向けた事業再構築を行う上での として、 や ḭ

などが挙げられている

3. וֹ לּ

3

・専門的知識やノウハウの不足、人手不足、資金不足などの回答が多くあり
・中でも、デジタル化への移行を念頭に置いた回答が多数
・デジタル化のボトルネックとして、専門人材の不足や情報セキュリティ対応が挙がる

※複数回答可のため
合計100 ％を超える

לּ ︣

Ṯ ḱ ṯ

・完全無人化の機械の開発を進めていく上で、AIやIoT に精通した社員がい
ないのが大きな課題（生産用機械：金属加工）

・日本ではオンライン商談の「基本形」がまだ出来上がっていない。商談を
始め、どこで契約に至るかという共通認識・ルールの定着が必要（情報通信

業）

Ṯ ḱ ṯ

・展示場集客に注力してきたが、今後は社内の意識改革が必要（建設業）

Ṯ ṯ

・ネット環境で情報交換することによる情報漏洩リスクを懸念（生産用機械：

金属加工）

・会員情報の厳格な管理が必要（小売：スーパー）

【出所】北陸財務局「令和２年10 月全国財務局長会議資料」
【備考】ヒアリング先：北陸管内の大企業、中堅企業、中小企業

調査期間：令和２年９月中旬～１０月中旬

ビジネスモデルの見直し（事業再編）

顧客対応手段（顧客接点、営業・販売手法）の多様化

サプライチェーンの多元化・強靭化や事業拠点の見直し

・これらの解決方法として、 ḱ ︣ צּ と考え

られることから、北陸地域における都市圏プロ人材の活用状況等について、

ṕ רּ Ṗ、 וֹ ךּ に対して、



・製造関係

・建設・土木関連（施工管理士）

・総務・人事・経理・企画関係

・IT 専門人材 など

ḱ ṇ

ṇ

コロナ禍前のニーズに加え、

ṇ では、 קּ

וֹפּ ḭ ḭ

ḭ ṇ が増加

・海外拠点の責任者

・営業部門のトップ

・システム関係責任者

・財務担当

・マネジメント担当 など

לּ

IT した基幹システム、

原価管理・納期管理の見直しによる

לּ ︣ קּ

4

・先導的人材マッチング事業間接補助事業者（金融機関）

・プロフェッショナル人材事業戦略拠点

・先進的取組先（金沢大学、南砺市）

・プロ人材受入企業



וֹ ṕ Ṗ

・ が把握した ṇ

することによる

ṕ צּ ︡ Ṗ

・ ḭ について、 נּ

כֿ ḭ פּ צּ

・給与面以外の ṕ ︡ ḱאל︣

Ṗ

・ ṇ בֿ

・ （人材の給与、人材紹介会社への支払手数

料）、

・ צּ רּ︣ כֿ

・ ḭ צּ

ḱ

・一定規模の企業にはプロ人材の有効性がある程度浸透。今後、 ṇ していくに

当たり、

・マッチング後に退職する事例も一定数存在。 ṇ が重要

・ וֹ ︣ לּךּ することが必要

・ など צּ קּ ךּ︣ が必要

・（プロ人材に来たいと思わせる） ḱ が必要

つなぎ手

企業

プロ人材

つなぎ手

つなぎ手

企業

その他
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企業

プロ人材



וֹ ṕ ḱ Ṗ

・ が や ḭ

︡ ︣ ṇ

・月に数回行う ṇ ṇ とするこ

とで、 צּ

・ が固定費ではなく、

・収入以外の ḭ が目的

・企業への浸透度が低く、 ḱ

וֹ לּךּ צּ ךּ

・副業・兼業人材に任せる

ḱ ︡ ḱ

・ לּ טּצּ פּ פּ צּ

ךּ︡

・自社の独自技術などの ךּנּ

ḱ

・ בֿ ことにより、 ḱ させていくことや

していくことが重要

・プロ人材に任せることが ḱ ︡ḭ ︡ すること

が必要

・ צּ ︡ ḭ ḱ を行うなど、 וֹףּ ḱ ךּ

ことが必要שּ

企業 つなぎ手

企業

つなぎ手

企業

その他
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プロ人材



וֹףּ ṕ וֹ Ṗ

ṡ ḱ Ṣṕ ḱ Ṗפּ

1.

・金沢大学が （社会人

の学び直し） ︡ ︡ḭ

צּ ṇ

・都市部の人材が6ּפ し、

︢ ḭ ことができる実践

型リカレント教育の場を提供

・ צּ קּ ṇ שּ

に取り組むとともに、

ṕ Ṗを目指すもの

※受入企業は月額45万円（人件費30万円、事務局経費15万円）を負担

2.

・ ḭṡ Ṣ ṇ 。企業7社に対し、人材9名のマッチングが成立。8名が6

か月間のプログラムを満了し、うちỉ צּ ※令和２年度は８社、８名がマッチング

・令和２年度の受入企業からは「 צּ し、 ḱ してくれたことにより、

につながった」との声が聞かれた

ḱ令和２年度の採用人材からは「 による に加え、

צּ していることによる があった」との声が聞かれた

＜令和2年度のスキーム＞
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【出所】金沢大学 提供資料
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וֹףּ ṕ ḱ וֹ Ṗ

ṡṣ Ṥ Ṣṕ Ṗ

1.

・平成30年9月、 ḭ ḭ

grooves （合併に伴い現株式会社みらいワーク

ス）

・同社が運営する都市部人材と地方企業をマッチング

する副業プラットフォーム「Skill Shift 」を通じて、

ṡ Ṣךּצּ ︣ ḭ

︡ḭ ḭ

ḭU ṇ

2.

・ は、 （※）、 ṡSkill Shift Ṣ （ニーズの掘り起こし、

経営課題の具体化など）、同市商工会・現株式会社みらいワークスと連携した ︣

ṇ などに加え、 צּ ︣ כֿ ḭ につながっている

※企業負担は 3Ṍ5 の業務委託料のみ

・受入企業からは「新規事業立上げのために営業企画人材を求めていたところ12 があり、2018

年末に大阪在住の方と契約。 ṇ ḱ した。 ︡ ףּ

ḭ וֹ ךּ 」との声があった

平成30年度：16件募集⇒12名採用、令和元年度：16件募集⇒5名採用実績
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【出所】南砺市 提供資料



Ḳ וֹףּ

各種施策の効果もあり、 ︣ ḱ צּ Ṅ נּ ךּ といっ

た声が聞かれるなど、北陸地域において、 צּ טּ

・内部に専門人材が不在であっても、 וֹ ḭ

︣ לּךּ נּ ךּ

・ צּ

・プロ人材の受入れに当たり、 ḱ ḭ

וֹ צּ

・ ṇ ︡כֿ רּ ḱ צּ

רּ
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・ ḭ צּ

・給与面以外の ḭ ︣

・デジタル技術を活用した ṇ ṇ ḭ קּ צּ

וֹ



ḱ

צּ

専門人材不在

プロ人材採用
による費用負担

IT 化
生産性向上 etc

正社員
（移住前提）

生活水準の維持

（収入減）

移住の抵抗感

スキルアップ

地域貢献

V ︢ ךּ ḭ ḱ צּ

V ṇ ḭ קּ ךּ ךּ צּ

V כֿלּ ṕ Ṗ ḭ ṕ Ṗ צּ
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וֹףּ ḱ וֹ

適した業務が
分からない

理解不足による
活用への躊躇

経営課題が
分からない

ךּףּ ḭ ḱ בֿ שּךּ ṡ רּ Ṣ ḭ
לּ צּ פּךּ

ḱ ḱ

ḱ ḭ ḱ ṇ ḭ︡כֿ ︡ ︡

ḱ ḱ צּ ḭ רּ צּ כֿ

リモートワーク
体験

地方移住関心の
高まり
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ḭ צּ Ṅ וֹ ḭשּ ḭ ḭֿכ
ḭ ḱ ︡ כֿשּךּ צּ פּךּ

ṕ Ṗ
ḱ ḱ וֹףּ ︡ ṇ
ḱ ḭ ḱ ︡
ḱ ︣ ḱ PR ︣

רּ


